
様式１（特別支援学校）

【特別支援学校用】  

令和３年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標（数値目標）
進捗度
（評価） 進捗状況と見通し

達成度
（評価） 実施結果 評価 意見や提言

●児童生徒一人一人のニーズに応じた指導・
支援による確かな学力の定着

●個別の指導計画における一人一人の目標を
児童生徒全員が７５％以上到達できるように
指導・支援を行う。

・個別の指導計画作成マニュアルや研修資料を活用
し、作成の意義、手続きを職員に周知する。
・年３回個別の指導計画に基づく検討会をもち、複数
の視点から児童生徒の指導や評価を客観的に行う。
・職員が抱える教育課題を月２回の学部会で探り、必
要に応じて解決に向かう研修や資料配布等を行い、
専門性の向上を図る。

Ｂ

・新学習指導要領に対応した個別の指導計画作成にアップデートした。様式の変更等に伴い、従来より
細やかに職員への周知を図った。
・随時個別の指導計画活用に係る課題を探り、３回の研修会、点検による気付きを２回紙面にまとめ
（目標設定時期、評価時期）配布するなど研鑽を積んだ。
・９月までに２回の個別の指導計画に基づく検討会をもつことができた。
・これらの取組を通して、既存の教育活動を見直し、職員一丸となって教育の質を高めていきたい。

Ａ

・新学習指導要領に対応した個別の指導計画作成にアップデートしたことにより、作成を通して研修を積み重ねたことで専門性の向上に努めることが
できた。
・年間を通して、３回の個別の指導計画に基づく検討会をもつことができた。個別に事例を取り上げ、学習グループをチームとしてＰＤＣＡサイクルを
活用し、教育改善を行った。
・学校評価アンケートにおいて、個別の指導計画における目標を７５％以上達成することができたと回答する職員が３．３４（平均値）、願いに沿った指
導・支援を踏まえ、個々の目標を達成できていると回答する保護者が３．５４（平均値）とそれぞれ高い評価を示した。

Ａ

・個別の指導計画等により、子どもたちそれぞれの目標達成に
役立っていると感じる。
・「田代分校に入学させて良かった」と評価している保護者が多
いことについて、先生方は自信を持って学校運営にあたられる
ようお願いしたい。
・個々人の能力を適切に把握した学習支援が行われている

教務部

○新学習指導要領への実施に向けた取組及
び職員研修の充実

○新学習指導要領で授業改善の取り組みを活
性化していく視点として示されている「主体的・
対話的で深い学び」の実現に向けた授業づくり
を行う。
○職員の専門性向上を図るための職員研修を
年１回以上実施する。

・本校における「主体的・対話的で深い学び」の捉え
方を基に、各学部で授業実践に取り組む。
・授業実践報告会を１回行う。
・２つ以上の障害種に関する研修（職員研修、公開研
修等）を実施する。 Ｂ

・児童生徒の実態に基づき、３観点での評価を念頭におきながら、評価規準・評価基準を考えるようにし
た。個別の指導計画を考えながら、各グループで段階別に抽出した児童生徒の国語と図工・美術にお
ける学習目標設定や評価基準、手立てを共通理解するための演習３回に取り組んだ。
・今後も主体的・対話的で深い学びの実現に向け、演習を授業実践に生かすことで、各グループで共通
理解をしながら日々の授業実践の質を高めていきたい。
・今回はコロナウィルス感染症の影響により公開研修は中止になった。

Ｂ

・小、中学部で通して考えやすい「図工・美術」の教科において、３観点での評価を念頭におきながら評価規準及び評価基準、手立てを考えるようにし
たため、研修後の感想で日々の授業実践に生かせたという職員の意見が８割程あった。また、まとめとして授業実践報告会を実施したことで、学部間
での共有ができ、今後の実践に役立ったように思う。
・保護者学校評価アンケートにおいて、「児童生徒に応じた適切な指導内容や必要な手立てが設定され、教育活動が行われている」という項目で、学
部間の評価が異なっていたため、来年度も継続して「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業づくりに向けて、評価規準・評価基準を共通理
解するための研修に取り組む必要がある。

Ｂ

・来年度はよりよくなるような取り組みを期待している。
・評価の相違点が分かりませんが、次年度での改善に期待しま
す。

研究部

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、他
者への思いやりや社会性、倫理観や正義感、
感動する心など、豊かな心を身に付ける教育
活動の展開

●道徳教育において、「豊かな心」を育む教育
の趣旨に基づいて授業や行事等を展開した教
員を６０％以上とする。

・人権・同和教育に関する校内研修会を実施する。
・保護者や地域の方と連携したふれあい会を実施す
る。

Ｂ

・７月に人権同和教育の研修を行ったが、今回もコロナウイルス感染症対策のため紙面研修を行った。
・朝の会、帰りの会などの日常生活の時間を利用して、「豊かな心」を育む教育の指導を行った。

Ｂ

・データによるＰＣ画面で人権同和教育の各自での職員研修を行った。
・自分や相手を大切にすることについて日常の必要な場面で話をし指導を行った。性教育や朝の会等で考える機会を設けた。

Ｂ

・今後もより一層自分や相手を大切にすることについての指導
をお願いしたい。
・重要な項目と思います。継続的な取り組みをして下さい。

生活指導部

●いじめの早期発見、早期対応体制の充実 ●いじめ防止等について、共通理解のもと組
織的な対応ができていると回答した教員を６
０％以上とする。

・職員間では、各種会議での積極的な情報交換や毎
月のいじめ覚知・認知件数調査を実施する。
・年２回の保護者アンケートを実施するとともに、毎日
の連絡帳を活用する。 Ａ

・グループ会、学部会等で児童生徒の様子について情報交換を行うとともに、保護者とも、毎日の連絡
帳や送迎時に日頃の様子について連絡を取り合った。
・毎月のいじめ覚知数・認知件数ともに「０」であった。
・保護者アンケートを１回実施した。
・職員対象にいじめ対策、対応について講習会を行った。

Ｂ

・保護者やデイサービス職員と日々の連絡帳や送迎時に日頃の様子について連絡を取り合った。
・保護者アンケートを実施した結果、２件のいじめ覚知・認知を認めた。
・２件の覚知・認知後、全職員へいじめ防止等について、共通理解の下、組織的な対応や対策について通達を行った。
・全職員でいじめの正確かつ積極的な認知が行われるよう理解を深めた。 Ｂ

・いじめアンケートについて、保護者・学校・放課後等デイサービ
スの連絡がしっかりとされているように感じています。
・重要な項目と思います。継続的な取り組みをして下さい。

生活指導部

◎将来の生活に見通しをもち、社会生活に対
して希望や意欲を持つための活動の充実

◎児童生徒の将来について、職員全体で考え
る。

・児童生徒の希望する進学先・職業について、保護
者が考える機会を設ける。
・児童生徒の将来を意識した指導を行う。

Ｂ

・児童の将来を見据えた課題の追求を保護者と共に進めたい。
・現在行っている指導が将来につながることを伝えたい。
・後期は「保護者の思い」を引き出すような対話を意識したい。
・保護者及び本人との情報共有を進める必要がある。
・学部に応じて保護者がより必要としている情報を分かりやすく提供しなければならない。
・高等部が設置されていないので保護者への情報提供を意識的にする必要があるのではないだろう
か。
・将来を見据え、「働く人になる」ための指導をしていきたい。 Ｂ

・将来の社会生活に向けてできることが増えるように指導することができた。
・送迎時や連絡帳のやり取りを通して、意識的にキャリア教育の視点に基づく情報提供を続けることが家庭内で話し合う機会の向上につながると考え
る。
・将来をイメージしながら小学部から中学部へとつながる支援・指導ができるように活動内容を計画することができた。
・学校の取組みが子どもたちの将来にどのようにどのようにつながるのかを保護者に伝えたい。
・児童生徒が自立した生活を送るために必要となる技能を身に付けさせることを意識しながら日々の指導を行うことができた。
・「希望や意欲」という点で、児童生徒にさせるのではなく、やりたいと思えるような学習内容や手立てを検討する必要があると感じた。
・連絡帳、学級便り等で「○○をしました」とするのではなく、進路意識を喚起する内容を伝えるべきであると思う。
・進路指導部作成の冊子、PTAがまとめた福祉サービス利用プリント等、保護者が子どもの将来を考えるための材料を提供することができた。
・報告会（校内実習・職場見学・現場実習）を保護者に参観していただいたことで進路や将来について少し理解していただけたと思う。
・進路学習の授業で身近な仕事などから将来の働く姿のイメージを持つことができた生徒もいた。
・働く上で必要となる挨拶、仲良くする、休まない、時間を守る等について根気強く指導する必要があると感じる。

Ａ

・来年度はよりよくなるような取り組みを期待している。
・児童生徒の個別性に配慮した指導がなされているものと思い
ます。

全職員

●「望ましい生活習慣の形成」 ●食事の大切さやマナー等の指導を行った教
員を７０％以上とする。

・野菜を育てる活動や日々の給食等を通して、食育
に関する指導を行う。
・給食の時間や授業を通して食に関する指導を行う。

Ｂ

・畑に野菜の苗や種を植え、水やりをしながら育て、収穫して食べる活動を通して、食べ物の大切さを指
導することができた。
・給食の時間に好き嫌いせず食べること、ご飯粒などを残さず食べること、食器に左手を添えて食べるこ
と、箸やスプーンの使い方などの食事のマナーを指導することができた。 Ａ

・野菜を育てたり、調理したりする活動を通して食事の大切さや栄養バランスの大切さを指導することができた。
・日々の給食の時間に、食べ残しをしないことや食器の片づけ方など指導することができた。

Ａ

・校舎内の野菜畑の野菜が育ち、それが収穫されるのを目にし
て、食生活の大切さを指導しているのだと感心した。
・良好であると思います。

保健体育部

○健康教育の充実 ○学校では感染症予防の対策が十分になされ
ていると思うと回答した保護者を７０％以上と
する。

・全職員で感染症情報を共有し、共通理解の下、感
染症対策に取り組む。
・感染症の予防法や対応策を保護者に知らせる。

Ｂ

・こまめに手洗い・換気をし、多数の者の手が触れる箇所をアルコールで除菌したりし、感染症対策を行
うことができた。
・「保健だより」で手洗いの仕方や咳エチケットについて、正しいマスクの着用の仕方、感染症の予防の
仕方を知らせたり、学校では消毒や換気、手洗い指導を行っていることを伝えたりすることができた。
・学校では感染症予防の対策が十分になされていると思ってある保護者も多かった。

Ａ

・本校の感染症予防防止及び拡大防止に努めていると思うと回答した保護者が、昨年度より上回った。
・児童生徒に、マスクの着用や手洗い、アルコール除菌等の感染対策をするように、細かく指導を行うことができた。
・マスク着用に抵抗があった児童生徒が、マスクを着用できるようになった。
・保健だより等を通して、本校の感染予防対策を保護者に周知徹底することができた。 Ａ

・今年度同様、感染防止対策に努めてほしい。
・引き続き感染症対策をお願いします。

保健体育部

●効果的な地域支援に向けた特別支援学校
のセンター的機能の充実

●地域支援業務を各分掌部と関連付け、実務
実施率を８０％以上とする。

・地域支援業務に関連する各分掌部における取組を
５月に「地域支援組織表」としてまとめ、全職員に配
布する。各分掌部会や職員会議等で周知に努め、年
に２回評価を行う。 Ｂ

・地域支援業務に関連する各分掌部毎の取組を「地域支援組織表」として５月にまとめ、全職員に配布
し、各分掌部会や職員会議等で周知に努め、取り組みを促した。
・９月に上期の分掌部毎に実務実施評価実施。コロナウイルスの影響のため中止となった業務や後期
分の実施計画のため未実施の業務があったものの、校内実務実施率は８９％であった。 Ａ

・１０月に各分掌部の上期における実務実施評価と後期における取組内容とを「地域支援組織表２」にまとめ、職員会議で全職員に配布し周知に努
め、各分掌部での取り組みを促した。
・教務部の協力を得て転入学相談会を全職員で運営し、就学の相談に関する場を設けることができた。
・１月に後期の実務実施評価を実施。新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、計画が中止となり未実施となった業務があったものの、上期を上
回る９３％の校内実務実施率であった。各分掌部と関連付けながら,センター的機能の充実につなげることができた

Ａ

・コロナ禍により、ふれあい会ができなかったことはとても残念で
ある。

教育支援部

○交流及び共同学習の推進 ○学校間、居住地校交流、地域間交流では、
事前打ち合わせを確実に行い、内容の充実と
円滑な推進を図る。

・居住地校交流の流れや内容を全職員に理解させる
ために、職員会議で全職員に説明する。
・年に数回、地域との交流を図る場を設定する。
・打合せの際に、昨年度までの記録にあらかじめ目を
通しておくようにする（前期・後期各１回ずつ呼びかけ
る）。
・事前打合せを設けたか、チェック表を提示する。

Ｂ

・職員会議で居住地校交流の流れや内容を説明し、全職員に共通理解を図ることができた。
・居住地校交流の打ち合わせの際に、昨年度の記録にあらかじめ目を通しておくように、前期に職員に
呼びかけを行うことができた。
・事前打合わせを確実に行うために、チェック表を提示し、活用することができた。
・新型コロナウイルス感染症拡大状況により、出向いての交流が中止になったが、できる範囲で間接交
流をする方向で、計画を進めることができた。
・計画した交流の実施に向けて、進捗状況を把握して、推進を図っていきたい。

Ｂ

・インターネットを活用し他県の学校との交流を図ることができた。担当が事前打ち合わせを行うことでより充実した交流の内容にすることができた（中
学部）。
・コロナウイルス感染症拡大の影響により地域との交流や田代小学校の特別支援学級とのふれあい会を設定することができなかった。交流機会の
設定について検討する必要があると考える。
・居住地校交流についても、コロナウイルス感染症拡大の影響で間接交流となった。当初希望していた児童生徒のうち７割ほどは保護者や相手校か
らの希望もあり、間接交流を実施した。実施の際は各担当と相手校とで事前打ち合わせを行い、情報セキュリティに沿って児童生徒の様子や手紙等
のやりとりをして交流を行うことができた。

Ｂ

・来年度はよりよくなるような取り組みを期待している。
・コロナ禍で制限が多い中、大変だと思いますが、工夫して活動
が行われることを期待します。

学習部
総務・広報部

●業務効率化の推進、時間外勤務時間の削
減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時
間の上限を遵守する。

・週１日の定時退勤日（金曜日）の設定
・年５日の完全定時退勤日の設定
・時間外労働の多い職員に対して、業務内容の確認
と適切な労働時間のあり方について指導する。 Ｃ

・年度当初、膨大な業務を処理しなくてはならないため、定時退勤日（金曜日）を設定してはいるものの、
定時退勤には程遠い状況であった。
・完全定時退勤日の退勤状況は良好（ＰＣシャットダウン１６：５０、玄関施錠１７：００）。
・月４５時間以下とされている時間外勤務時間を大幅に超過した職員に対して、厳しく指導せざるを得な
かった。
・全職員あげて長時間勤務の解消に努めたい。

Ｂ

・完全定時退勤日の退勤状況は良好であった。
・月４５時間を超過した職員に対して粘り強い指導を行った結果、年間人数は延べ６人であった。
・来年度はより一層「一人の働き方は組織全体に影響をもたらす」ことを強く意識させる指導を行いたいと考えている。
・時間外勤務時間（長時間勤務）を重く考えていない特定の職員に対してより一層の粘り強い指導が必要であると考える。 Ｂ

・来年度はよりよくなるような取り組みを期待している。
・業務量が多く、大変だとは思いますが、継続した取り組みを期
待します。

管理職

○快適な職場環境の構築 ○分校職員の「仕事に対する満足度」を高め
る。
○「満足している」と回答した職員の割合を１０
０％とする。

・すべての職員にとって働きやすい職場環境を整え
る。 Ｃ

・学校評価アンケート結果　→　「満足している」と回答した職員は２９％
・１００％に少しでも近づけるように努めたい。 Ｂ

・学校評価アンケート結果　→　「満足している」と回答した職員は３５％
・中間評価より上昇したが、目標達成には十分とは言えない結果であった。
・今年度末から来年度にかけハード面の整備も行われており、これらを踏まえ工夫しながら１００％を目指していきたい。

Ｂ

・働き方改革が問われている中、「働きがいがある職場である」
と評価する先生方がいることを嬉しく感じている。
・来年度はよりよくなるような取り組みを期待している。
・今後の取り組みに期待します。

分校管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標（数値目標）
進捗度
（評価） 進捗状況と見通し 達成度

（評価）
実施結果 評価 意見や提言

○本校や施設、企業との連
絡調整

○個別のニーズに合わせた、進路情報の提供
と進路研修の充実
○福祉サービス事業所等と連携を図り、働く生
活が実感できる現場実習や職場体験学習の推
進

○年間２回の職場見学を実施する。
○中学３年の現場実習（１週間）を実施する。

・現場や本校舎進路指導部と連携を図り、進学や将
来の就労に向けて児童生徒や保護者に情報を提供
する。
・本人や家族の希望を考慮しながら体験学習や就労
体験の場を設定する。 Ｃ

・中学部３年生の職場体験については、保護者と連携をとりながら１１月実施に向けて進めている。
・中学部２年生の進路先見学は、年間１回の見学となったが、施設２か所に連絡をとり、１１月実施に向
けて、進路学習を進めている。
・進路情報や研修については、本校舎と連携をとりながら進めている。
・進路情報の提供については、「福祉事業所の紹介」冊子を配布予定。
・職員の進路研修については、年３回計画し、鳥栖市福祉課や総合相談支援センターキャッチを招いて
障碍者福祉やサービスについての説明など、現在２回の研修を実施した。

Ｂ

・中学部３年生の職場体験は予定通り実施できた。
・中学部２年生の職場見学を１１月に実施した。２か所に事業所に出向き、見学や体験をすることができた。
・中学部の職場体験、見学の事前学習、事後学習をとおして生徒一人ひとりが目標や今後の課題を考えることができた。また、壮行会、報告会で発
表することで進路に対する意識が高まった。
・進路情報の提供については、保護者と職員全体に「福祉事業所の紹介」の冊子を配布し、学校の授業や保護者懇談で活用することができた。 Ｂ

・来年度はよりよくなるような取り組みを期待している。
・コロナ禍にあって、十分な取り組みが行われていると思いま
す。

進路指導部

○設置者が異なる学校（田
代小学校）との協働

○インクルーシブ教育の充実 ○年間２回の合同職員研修を実施する。
○月２回の小学校との情報交換会で、必要に
応じて特別支援教育について発信する。

・分校の教室を公開し、使用教材・教具等の紹介を通
して特別支援教育に関する知識・理解を深める機会
を設ける。
・ニーズを知り、特別支援教育に関する情報を発信
する。

Ｂ

・２回の合同職員研修（ＡＥＤ・合理的配慮）を実施したり、これからの特別支援教育の在り方について話
題にしたり取り組んだ。
・研修会を機に、特別支援教育に関する相談を受けたり、情報交換を行ったり、それぞれの職員が交流
を深める様子が見られた。

Ｂ

・計画を立てた研修等については滞りなく実施することができた。また、特別支援教育について関心を高めるよい機会となった。
・コロナ禍の状況や田代小学校大規模改造工事等、見通しがもちにくい状況が続いている。さらなる質の向上を目指し。普段のつながりこそが両校の
充実に生かせるよう引き続き働きかけていきたい。 Ｂ

・来年度はよりよくなるような取り組みを期待している。
・コロナ禍にあって、十分な取り組みが行われていると思いま
す。 教務部

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

学校関係者評価

５　総合評価・次年度への展望

○個の課題に迫った授業の充実及びその実現に向けた校内体制の充実
　・新学習指導要領に対応した個別の指導計画の作成及び研修を積み重ねたことで専門性の向上に努めることができた成果は大きい。次年度も引き続き努力を重ねたい。
　・年間を通じて「チーム」としてＰＤＣＡサイクルの活用を図り、教育改善のさらなる積み重ねが次年度につながると考えている。
○東部地区の特別支援教育のセンター的機能の充実と関係機関との関わりの充実
　・田代小学校と鳥栖田代分校の状況については、コロナ禍及び校舎改築等により先々の見通しがもちにくい状況が続いている。普段のつながりを重視し、両校の充実に生かせるような取り組みを引き続き展開することが必要である。
○個に応じた進路指導の充実
　・児童生徒の将来を常にイメージしながら支援・指導ができるような活動内容の計画及び実践が必要不可欠である。次年度はさらによくなるような取り組みを展開したい。
○その他
　・「一人の働き方は組織全体に影響をもたらす」ことを強く意識させる指導を継続したいと考えている。
　・本校も含め、外部機関との交流機会の設定については、次年度以降、再度検討する必要があると考える（必要性の有無、交流の目的を的確にとらえているか等）。

●学力の向上

●心の教育

●健康・体つくり

●地域支援

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価

３　本年度の重点目標

①個の課題に迫った授業の充実及びその実現に向けた校内体制の充実

②東部地区の特別支援教育のセンター的機能の充実と関係機関との関わりの充実

③個に応じた進路指導の充実

４　重点取組内容・成果指標

主な担当重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

２　学校教育目標 一人一人に応じた指導・支援をとおして、児童生徒がもっている能力や可能性を最大限に伸ばし、明るくすこやかで豊かな心をもち、自立し社会参加できる児童生徒の育成を目指す。

学校名 佐賀県立中原特別支援学校（鳥栖田代分校）

１　前年度評価結果の概要

○新学習指導要領に対する理解をさらに深め、効果的な授業及び支援のあり方を探求し、特別支援教育に関する専門性の向上を図り、個の課題に迫った授業及び指導の充実を図る。

○評価規準及び評価基準を意識した授業実践の展開を図り、さらなる授業の工夫・改善に努める。

○適切な進路情報の提供と児童生徒の実態に応じた指導を行うとともに、児童生徒の将来の自立と社会参加を目指し、保護者との連携を図りつつ指導・支援にあたる。

○担当業務の適正化（業務量の抜本的見直し）と働き方に関する意識改革の推進を図る。

○達成度（評価）

Ａ：十分達成できている Ｂ：おおむね達成できている Ｃ：やや不十分である Ｄ：不十分である


